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イシモヅクとクサモヅクとは同一物である

稲垣貫一

「石に着くのがイシモヅク，草の上ではクサモヅク」というのが雨種の外

観的の直別の要賠とされているがr それは着生物だけの相虫色であ り， 種々な

文献を辿ってみてもはっきりした直別がつかない。手近か主主底で岡村金太郎

先生の日木主主類岡譜第2各及び、日本海藻誌の記載によればー!底雨種の概念を

把握するととが出来るが CllOrdaria屈そのものの性欣がはっきりし主主い以上

なんだか解けぬものを感歩るのである。併し順序としてとれ迄邦産イシモヅ

クの特徴とされている主主主賠を列記すると『休は辿D得られる中l¥ldlあり，五

生又は叉Hkに3-4四分l民， 若いものは多枝，老成すれば小枝を失う。校は|別
出， I雁木欣に屈曲，判ill{に宮み，休の軟いもの，硬いもの等種々主主段階があ

る。内部構造は髄部と皮部の同化糸の居とから成り，前者に於てはその内居

は長い岡佐燃の細胞から，外居は放射j伏に配列した短い闘71~又は多角形の細

胞から出来ていて何れも制胞は厚脱，髄部は諸所中~とたっている』 とれに

謝して同じくクサモヅクの方ではイシモヅクに比i!皮してr*刺lがはっきりせ
十各方面に分l技，髄部は最初から中2さで甚だ院い，内陸の周囲に志向い悶桂JI犬

の細胞が存在，草子護は同化糸の基部細胞上に着生，軟質であるJつま りイ
シモヅクとクサモヅクとの聞の最も著しい相建は外観的には分l肢の思1i，構造

の上では中空形成の時閉及rJ蹟さ等でるる。然し邦産のイシモヅクは GEPP

の原記軟により査定されたものでるるが，その基準標本は現在 BritishMus-

eumの脂葉庫に所蔵されている11住1侃!のものに過ぎや，その第生闘は山問先

生のも とにあるので問先生に見せて'民1いたが分|肢が疎でるる。我々は GEPP

の原記載を土主主にした岡村先生の記載に基いて多型的主主もので休が比較的硬

く岩石に若き，所謂辿り 得る主軸~有するという枠でイ シモヅクを決定し，

1~~底に生育し，他の海藻に着生，辿 b 得ベき主ijidlがはっきりし友いで， 質の

]欧いものはクサモヅクの方に入れたのである。 尤も KVLINによれば岡村

先生の邦産クサモヅクは KUETZING命名のものとは異っているという。兎

に角との程度の外部形態と内部構誌の検討では雨者の概念がどうもピンと来
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ゑい。従来此笥:雨種の出典

としてすくのものをあげると

とがI:U死正る。

イシモヅ ク C!lOrdaria 

firma GEPP ，. Chinese mar. 

AIg. (J ourn. of Bot.， Vol. 

42， 1904) p. 162， Tab. 460 

figs. 7-8; OK.Ai'I'IURA， Icon. 

of J apari. Alg. voI. III， 19 

15， p. 183， pl. 143， figs. 1-

9; pl. 145， figs. 1-9. 

クサモヅク Clwrdaria 

Cladosi戸llOn OEA.¥L (non 

KUETZ.)， Icon. of Japan. 

AIg. voI. III， 1915， p. 188， 

pI. 144， figs. 1， 2， 4; pI. 

145. 

ととろで 1940年 KVLI?-J

の Phaeophyceenordn.Cho-

rdarialesが刊行され，剖則

的主主 Cl/Ordarialesの分類が

護表せられてととに Sphae-

rotrichia f:J.る新民が設け ら

れた。此の属が成長製iと同

化糸の頂端細胞の形態の貼

で Chordaria鹿とはさをく 異

t;;.るというと とを肯定せし

めるに至ったのである。海

藻のi様に性丹)¥'//;'簡単で、ある

が形態が多概念もの特に蛍

該種の様主主ものは今迄の程

度の分類方法では充分とは

Fig. a 

イシモグク Sphαeγotrichiα divα7・icatα(AG.)

Ky日Nf. typicαIN.~GほI の成長戦決びその下位

のrtjiiJl!の一流室蘭1，貝殻上 x285

Fig. b 

向上イシモグクの若生娘部F付近より 生じ たが~ f;本

x225 

Fig. c， 

ヤ七モグク Sphω1'otrich似 divaricαta (AG.) 

KnJN f.・epiphyticαIN，¥GAKIのガj休，E.2在i管7シ
スジモクの体__tX190 
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いえたい。 それ放に KYLlN の分類はiEにH町長に燈火を得たものと言うとと

が出来ょう。 Sphaerot ri clúa に於ては成長島ll は球形の前n胞が 1~3 側念、珠jU~K 主主

主主 t，車基的にイqlびてゆくのが相官ゐそく迄はっき りと指摘される。尤も老

成したものの成長明Iで、は;駄ilLとの成長熟Ijff:il1胞は見られなくなり，同化糸に置

換えられるので本胞と Ci/Ordariaの頂端とのrkl]Kは何等の相違が認められな
く主主る。との成長見li を詳出111に観察し左かったととが従来ドI~民間!の混乱の-1習

を主主したのである。然し雨Jjj6は同化糸の紘子，ね特-'1にζS匂Pμμ抑!tル1mω附ae仰F叩o凶1か7η川Zκ川C

J買頁端端i京和制i山H胞はは-工球求却制?力形|μ2を1た主して大きいのに上比じして 0，加I川ordどda山rLωaの」場場必必.合はf倒到到!卯7形|砂2又は対球t 

形てで.はあるが形がノぺ小jト、さいととでで、も分l付けゴナ-られる。佐々岡者の頂端車iH胞が何れも

小形なるとと もる り特るがそれは局部的なととである。とれ迄邦EEのイシモ

ヅク及びクサモヅクとせられたものに就き KYLIN がと り上げた形質によっ

て検討すれば仰れも 印!tap.rotrichia K好く一致し， その殻生過程を見ても

CllOrdariaとは全 く呉っている ととが確認出来る。此等雨郡ーが共に Sphaerol1-i-

chia にEょす るととは上iill;の中止にその71'~質からま子易に717かれ，且つは内部柿迭

と外部形態も鑓化に計んでいるが131えな棋本により比技研究すれば，その様

危:匝別は品種として取扱う程度でやすれも同一部として;:きえた方がrr歯で、通うる
とともはっきりして来たo ii'u髄都中空の程度は休の部分により種々主主段階が

あり ，附着物jもイシモヅク必十-しも岩石に!浪らす勺クサモヅク常に他のH:手誌

上にある とも:よってい泣い。而して邦EE:の Sphaerotl-ichiaに屈する」二記のもの

と Sphaerotl-ichiadivar:cata KVLlj'¥との関係如何というに KVL[j'¥ を初め

HARVsY， KUEfZfNG {'!'};の記載からやはり同一種とJよるべきであるが11住基本

設は辿り得べきII-Il¥i!ilとい うものがはっき りしない松で・あり，邦彦:のものでは

此のr-j:Jl]i!hを指摘するととが出来るけれども往k それが不明なものもるるから

斯様主主動を種の特徴と したい方が好いと忠われる。$[に~)Jg民吉三郎先生 も自

らの採集IRiに到しSphaerot，.ichiadivaricate (AG-) KVLINの異名で、通うる Ch07-daria

d山 n-icalaAG-を)Jjいていられたととは東京大・早川誠根本に依ヲてfiJjかで、ある。

Splzaerotrichia japonica KVL1Nは KYLINの，岡村先生の海藻間設による命名

にすぎ十，今邦J去のイシモヅク及びクサモヅクが同f'iTi:で SP1werolrichiadivari-

cata KYLlN に討てる とととしたからには此の極も亦基本程に包含さるべ き

ものである。以上の凡fげによりイシモヅク， クサモヅクその近似U~を集めて

Sphaerotrichia divaricata KYLlj'¥ {IL官て， ~にそれを幾つかの品;j]!:K 分けたが，

その詳細lは近刊の北大海部研究所の隙文報告ーに諮ると ととする。
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